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「
第
六
回
通
常
総
会
の
お
知
ら
せ
」

う
し
く
里
山
の
会
代
表
理
事坂

弘
毅

親 子 で 楽 し む 落 ち 葉 掻 き

昨
年
の
十
月
は
「
う
し
く
里
山
の
会
」
の
創
立
五
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
、
牛
久
自
然
観
察
の
森
も

創
立
二
十
周
年
を
迎
え
、
多
く
の
記
念
行
事
を
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
な
か
で
も
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
牛
久
自
然
観
察
の
森

の
来
園
者
が
初
め
て
六
万
人
を
突
破
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
う
し
く
里
山
の
会
」
が
指
定
管
理
者
に
指
定
さ
れ
て
か
ら
四

年
、
そ
の
数
字
は
、
全
国
十
か
所
の
自
然
観
察
の
森
の
頂
点
に

立
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
「
う
し
く
里
山
の
会
」
と

い
う
組
織
の
中
で
職
員
は
じ
め
、
「
う
し
く
里
山
の
会
」
会
員

が
全
力
で
取
り
組
ん
で
き
た
成
果
が
実
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
年
は
こ
の
記
録
に
甘
ん
じ
ず
、
新
た
な
記
録
に
挑
戦
し
よ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
今
年
は
指
定
管
理
者
の
最
終
年
度
に

あ
た
り
ま
す
。
こ
の
一
年
を
更
に
充
実
さ
せ
次
期
指
定
管
理
者

の
認
定
を
勝
ち
取
る
た
め
新
た
な
挑
戦
の
年
と
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
会
の
財
政
基
盤
の
確
立
と
、
地
域
に
根
付
い
た
活
動

の
展
開
を
新
た
な
目
標
に
掲
げ
、
創
立
六
年
目
の
新
生
「
う
し

く
里
山
の
会
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

間
も
な
く
、
通
常
総
会
が
や
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
新
生
「
う

し
く
里
山
の
会
」
の
節
目
の
総
会
に
な
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様

に
は
是
非
共
ご
出
席
い
た
だ
き
、
ご
意
見
等
賜
り
た
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

通
常
総
会

・
日
時

平
成
二
十
二
年
五
月
十
六
日
（
日
）

午
後
一
時
〜
午
後
三
時
予
定

・
場
所

牛
久
自
然
観
察
の
森
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

※
議
案
書
は
会
報
さ
と
や
ま
五
月
号
に
同
封
し
ま
す

坂 09.11.29
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チ
ー
ム
街
路
樹
２
０

受
託
事
業
報
告

戸
塚

昌
宏

千
葉
県
松
戸
市
常
盤
平
の
街
路
樹
の
景
観

研
修
見
学

を
終
え
て

今
年
は
天
候
不
順
で
寒
い
日
が
続
い
た
か
と
思
う
と
急
に

五
月
頃
の
陽
気
に
な
り
、
前
日
も
強
風
が
吹
き
荒
れ
電
車
や

飛
行
機
の
運
休
が
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。
当
日
は
風
も
収
ま
り
、

少
し
肌
寒
く
曇
り
空
で
し
た
が
、
各
自
牛
久
駅
に
八
時
十
五

分
に
集
合
（
参
加
者
・
九
名
）
常
磐
線
で
柏
駅
で
乗
り
換
え

て
馬
橋
駅
で
下
車
、
九
時
三
十
分
街
路
樹
見
学
地
へ
向
か
っ

て
歩
き
始
め
る
。
馬
橋
駅
か
ら
七
百
ｍ
ほ
ど
歩
く
と
国
道
六

号
に
で
る
。
信
号
を
渡
る
と
直
ぐ
、
最
初
の
目
的
地
八
ケ
崎

の
桜
並
木
に
出
る
。
満
開
の
桜
並
木
が
私
達
の
来
る
の
を
待
っ

て
い
て
く
れ
た
様
に
咲
き
誇
っ
て
い
ま
し
た
。

各
自
写
真
を
撮
り
な
が
ら
、
小
金
原
町
の
ケ
ヤ
キ
並
木
通

り
を
歩
き
ま
し
た
。
こ
の
ケ
ヤ
キ
並
木
は
二
．
九
四
㎞
も
有

り
ま
す
。
枝
先
を
剪
定
し
て
い
な
い
の
で
、
空
に
向
か
っ
て

枝
を
伸
ば
し
て
い
て
見
事
な
ケ
ヤ
キ
並
木
で
し
た
。

八
百
ｍ
ほ
ど
歩
き
右
折
、
イ
チ
ョ
ウ
並
木
の
通
り
に
出
る
。

こ
こ
の
イ
チ
ョ
ウ
は
、
黄
葉
の
美
し
さ
を
市
民
が
見
ら
れ
る

様
に
、
落
葉
し
て
か
ら
剪
定
す
る
そ
う
で
す
。
松
戸
市
で
は

街
路
景
観
を
考
え
「
美
し
い
街
路
樹
」
と
し
て
理
念
を
持
っ

て
育
て
て
い
る
よ
う
で
す
。
イ
チ
ョ
ウ
並
木
を
二
五
〇
ｍ
程

歩
き
左
折
、
タ
イ
ワ
ン
フ
ウ
の
街
路
樹
を
見
る
。
タ
イ
ワ
ン

フ
ウ
は
「
台
湾
と
中
国
南
部
が
原
産
の
落
葉
高
木
で
す
」
。

漢
字
で
は
「
楓
」
と
書
い
て
、
フ
ウ
と
読
み
ま
す
。
日
本
人

が
カ
エ
デ
と
読
む
よ
う
に
し
た
様
で
す
。
タ
イ
ワ
ン
フ
ウ
の

並
木
は
六
五
〇
ｍ
有
り
ま
す
が
、
四
百
ｍ
程
歩
き
右
折
、
ア

メ
リ
カ
フ
ウ
「
北
米
か
ら
中
南
米
原
産
」
の
街
路
樹
は
二
㎞

有
り
ま
す
が
二
百
ｍ
程
歩
き
右
折
、
小
金
原
さ
く
ら
通
り
に

出
る
。
桜
並
木
が
一
．
七
㎞
も
続
く
見
事
な
さ
く
ら
並
木
で

す
。

少
し
歩
き
疲
れ
た
頃
、
常
磐
平
駅
前
に
到
着
。
四
月
三
日

（
土
）
は
さ
く
ら
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
て
沢
山
の
人
で
賑
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

駅
前
の
ス
ト
ア
ー
で
各
自
弁
当
を
買
う
。
品
物
が
豊
富
で

安
い
。
近
く
の
金
ケ
作
公
園
で
昼
食
後
、
常
磐
平
駅
前
の

「
日
本
の
道
百
選
」
桜
の
ト
ン
ネ
ル
と
両
側
の
歩
道
に
は
屋

台
が
並
び
、
道
路
も
歩
行
者
天
国
で
な
か
な
か
前
に
進
め
な

い
く
ら
い
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

日
本
の
道
百
選
の
桜
並
木
は
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
二
．
二

㎞
、
オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
が
〇
．
九
㎞
続
く
道
を
歩
き
ま
し
た
。

午
後
三
時
十
分
頃
、
武
蔵
野
線
新
八
柱
駅
に
到
着
。
新
松
戸

駅
で
乗
り
換
え
て
、
牛
久
駅
午
後
二
時
二
十
七
分
到
着
、
改

札
を
出
て
か
ら
解
散
。

牛
久
市
で
は
一
部
の
市
民
か
ら
落
葉
に
た
い
す
る
苦
情
が

あ
る
た
め
、
イ
チ
ョ
ウ
や
紅
葉
黄
葉
落
葉
樹
の
枝
を
丸
坊
主

に
し
て
し
ま

い
見
る
も
無

惨
な
姿
に
な
っ

て
い
ま
す
。

チ
ー
ム
街
路

樹
２
０
も
、

牛
久
市
と
協

議
し
な
が
ら
、

市
内
の
景
観

を
良
く
す
る

た
め
の
活
動

を
続
け
た
い

と
思
い
ま
し

た
。

八ケ崎桜並木の坂を下る 戸塚 10.4.3
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雑
木
林
応
援
隊

竹
越

敏
雄

親
子
農
業
体
験
講
座前

田

直
之

今
年
度
の
活
動
開
始
！

今
年
度
も
親
子
農
業
体
験
講
座
の
始
ま
り
で
す
。
今
回
は

総
勢
五
〇
人
で
の
活
動
と
な
り
ま
す
。
今
ま
で
に
無
い
大
人

数
で
、
賑
わ
い
楽
し
く
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

昨
日
ま
で
の
雨
は
上
が
り
良
い
天
気
で
す
。
植
え
付
け
に

は
も
っ
て
こ
い
の
天
候
で
す
。
時
間
に
な
っ
て
全
員
が
揃
う

と
さ
す
が
の
大
人
数
。
は
じ
め
て
出
会
う
人
た
ち
が
い
る
中

で
も
、
子
供
た
ち
は
あ
っ
と
い
う
間
に
仲
良
く
な
っ
て
い
き

ま
す
。
親
は
そ
れ
な
り
の
時
間
が
必
要
で
す
か
ね
。

さ
て
、
今
日
の
活
動
は
じ
ゃ
が
い
も
の
植
え
付
け
で
す
。

最
初
の
作
業
は
じ
ゃ
が
い
も
切
り
で
す
。
親
も
子
も
次
々
に

じ
ゃ
が
い
も
を
切
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
後
、
じ
ゃ
が
い
も

の
切
り
口
に
灰
を
つ
け
て
い
く
の
で
す
が
、
切
ら
れ
て
い
く

じ
ゃ
が
い
も
の
方
が
多
く
、
ど
ん
ど
ん
た
ま
っ
て
い
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
や
っ
と
の
こ
と
で
灰
を
つ
け
終
わ
り
植
え
付

け
で
す
。

こ
こ
か
ら
が
子
供
た
ち
の
本
領
発
揮
で
す
。
畑
は
土
で
す
。

お
も
い
っ
き
り
土
と
戯
れ
始
め
ま
す
。
じ
ゃ
が
い
も
を
順
序

よ
く
置
い
て
い
き
ま
す
。
ひ
と
家
族
ひ
と
畝
と
い
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。
じ
ゃ
が
い
も
の
間
に
豚
糞
と
肥
料
（
今
年
は
米
ぬ

か
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
）
を
置
い
て
い
き
ま
す
。
最
後
に
シ
ャ
ベ
ル
・

鍬
等
で
土
を
か
ぶ
せ
て
い
く
の
で
す
が
、
こ
ち
ら
は
親
の
仕

事
。
普
段
慣
れ
て
い
る
こ
と
で
は
な
い
の
で
、
か
な
り
ハ
ー

ド
な
作
業
で
し
た
。
で
も
楽
し
い
の
で
す
。

作
業
が
終
わ
る
頃
に
は
、
は
い
て
い
た
長
靴
の
中
に
も
土

が
入
り
、
足
↓
靴
下
↓
土
靴
下
（
？
）
↓
長
靴
と
い
っ
た
何

を
は
い
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
子
も

い
ま
し
た
。

遭
遇
し
た
生
き
物
は
少
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

ハ
サ
ミ
ム
シ
や
甲
虫
類
は
い
つ
も
な
が
ら
で
す
が
、
カ
エ
ル

は
目
覚
め
き
れ
て
い
な
い
一
匹
だ
け
で
し
た
。
ま
だ
ま
だ
寒

い
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
で
も
だ
ん
だ
ん
と
暖
か
く
な
っ
て

い
き
ま
す
。
生
き
物
た
ち
も
だ
ん
だ
ん
と
出
て
き
て
く
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
畑
の
周
囲
に
は
野
草
も
生
き
て
い
ま
す
。

梅
林
に
は
ス
ミ
レ
が
咲
き
、
オ
オ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
も
咲
い

て
い
ま
す
。
時
期
ご
と
に
様
々
な
様
相
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
生
き
物
・
植
物
た
ち
と
の
出
会
い
も
楽
し
み
の
一
つ
で

す
。
畑
の
作
業
は
メ
イ
ン
の
活
動
で
す
が
、
自
然
に
生
き
る

も
の
た
ち
を
知
る
場
で
も
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
も
た
く
さ
ん
の
収
穫
・
出
会
い
を
期
待
し
て
、
張
り

切
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

◎

応
援
隊

○

活
動
日
：
四
月
十
一
日
・

場
所
：
ム
ジ
ナ
の
里
・
参
加
者
：
多
数

久
し
振
り
の
晴
天
に
恵
ま
れ
、
最
初
に
全
員
で
朝
の
打
ち

合
わ
せ
を
行
っ
た
後
、
竹
林
の
整
備
を
し
ま
し
た
。
当
初
、

伸
び
始
め
た
雑
草
の
草
刈
を
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
キ
ジ
が

抱
卵
す
る
時
期
で
も
あ
り
、
雛
の
巣
立
ち
が
終
わ
る
夏
ま
で

草
刈
は
中
止
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
予
定
を
変

更
し
、
竹
林
整
備
を
し
ま
し
た
。

一
歩
竹
林
に
入
る
と
、
道
路
側
に
は
ゴ
ミ
や
空
き
缶
、
空

き
瓶
が
投
げ
捨
て
ら
れ
て
お
り
、
拾
い
集
め
る
と
な
ん
と
ご

み
袋
が
一
杯
に
な
る
。

平
行
し
て
、
竹
林
内
部
の
枯
れ
た
竹
の
整
理
。
も
っ
と
間

伐
を
し
た
い
の
で
す
が
、
今
は
竹
を
切
る
時
期
で
は
無
い
の

で
倒
れ
て
い
た
竹
を
切
り
、
粉
砕
機
を
竹
林
内
へ
持
ち
込
み
、

次
々
と
シ
ュ
レ
ダ
ー
に
か
け
、
元
の
竹
林
に
返
す
作
業
。
ま

た
、
合
間
を
見
て
今
が
旬
の
筍
掘
り
を
行
い
ま
し
た
。
今
年

の
出
来
は
、
今
の
時

期
に
し
て
は
発
育
が

遅
い
の
か
、
収
穫
量

は
少
な
い
。
天
候
不

順
の
影
響
で
し
ょ
う

か
。昼

食
を
と
っ
た
後
、

今
年
度
の
作
業
内
容

や
日
程
を
話
し
合
い

ま
し
た
。
今
年
度
は
、

隊
員
の
退
会
等
も
有

り
、
一
部
日
程
や
内

容
で
、
無
理
な
作
業

竹林の整備 竹越

親子一緒に植えつけ準備
前田 10．4．3
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そ
こ
か
ら
十
数
メ
ー
ト
ル
程
離
れ
た
人
家
の
門
口
に
濃
い

紫
色
の
小
さ
な
花
を
も
っ
た
ヒ
メ
ス
ミ
レ
が
自
生
。
東
林

寺
城
址
の
土
塁
付
近
で
は
花
が
終
わ
っ
た
ア
オ
イ
ス
ミ
レ
。

庚
申
塔
近
く
で
は
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
の
群
生
の
中
に
一
株

の
濃
紫
色
の
ア
カ
ネ
ス
ミ
レ
も
確
認
。

今
回
は
ス
ミ
レ
以
外
の
草
木
も
観
察
。
得
月
院
裏
か
ら

ア
ヤ
メ
園
方
面
に
通
じ
る
道
筋
、
右
手
斜
面
林
で
多
く
の

木
本
植
物
を
確
認
。
新
芽
を
吹
き
出
し
た
ク
ヌ
ギ
や
ヤ
マ

ザ
ク
ラ
等
の
高
木
の
他
に
、
ア
ケ
ビ
、
ミ
ツ
バ
ア
ケ
ビ
、

イ
ボ
タ
、
ニ
ワ
ト
コ
、
モ
ミ
ジ
イ
チ
ゴ
等
の
林
縁
に
多
い

低
木
が
花
の
季
節
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。
草
本
で
は
ヒ
メ

オ
ド
リ
コ
ソ
ウ
、
オ
オ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
等
帰
化
種
の
繁
殖

力
に
驚
く
反
面
、
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
、
ジ
ロ
ボ
ウ
エ
ン
ゴ
サ

ク
等
の
在
来
種
に
「
頑
張
れ
よ
」
と
声
を
か
け
た
く
な
り

ま
し
た
。
随
所
で
見
ら
れ
た
満
開
の
桜
、
何
処
か
ら
と
も

な
く
聴
こ
え
た
ウ
グ
イ
ス
の
さ
え
ず
り
、
青
空
を
背
景
に

ト
ン
ビ
の
滑
翔
等
に
心
を
和
ま
さ
れ
た
観
察
会
と
な
り
ま

し
た
。

里
山
自
然
観
察
隊

本
田

實

も
見
つ
か
り
再
度
内
容
を
確
認
し
ま
し
た
。

午
後
は
、
以
前
竹
炭
用
に
切
っ
た
竹
の
切
り
残
し
た
部

分
の
穂
先
な
ど
を
粉
砕
機
に
か
け
処
理
し
ま
し
た
。
二
時

に
は
全
て
の
作
業
を
完
了
。

竹
林
や
ム
ジ
ナ
の
里
は
、

元
の
綺
麗
な
状
態
を
取
り
戻
し
皆
さ
ん
と
確
認
後
、
散
会

し
ま
し
た
。

○

五
月
活
動
予
定
：
第
二
日
曜
日
（
五
月
九
日
）

第
四
日
曜
日
（
五
月
二
十
三
日
）

両
日
と
も
、
梅
林
奥
の
炭
屋
前
で
の
作
業
。
観
察
の
森
、

園
入
り
口
の
コ
ジ
ュ
ケ
イ
の
森
の
道
路
側
の
垣
根
補
修
用

材
料
の
製
作
予
定
。

◎

畑
隊

本
年
度
は
十
五
名
で
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

○

活
動
日
：
四
月
六
日
（
毎
週
火
曜
日
）
参
加
者
八
名

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
人
参
の
種
ま
き
を
実
施
。
そ
し
て
、

里
芋
の
植
え
付
け
用
土
作
り
。
雑
草
取
り
。
菜
の
花
、
春

菊
、
サ
ニ
ー
レ

タ
ス
等
の
収
穫
。

○
五
月
活
動

予
定
：
（
毎
週

火
曜
日
）

夏
野
菜
の
植

え
付
け
用
土
作

り
と
種
ま
き
。

応
援
隊
、
畑
隊

と
も
見
学
者
大

歓
迎
で
す
。
時

間
が
あ
れ
ば
是

非
参
加
下
さ
い
。

平成22年度活動内容の打合せ 竹越

今
年
度
第
一
回
目
の
「
植
物
観
察
会
」
を
開
催

去
る
、
四
月
十
日
（
土
）
、
午
前
九
時
か
ら
「
各
種
の
ス

ミ
レ
を
主
に
春
の
草
木
の
花
を
見
る
」
を
テ
ー
マ
に
城
中
町
・

新
地
町
に
お
い
て
観
察
会
を
実
施
。
参
加
者
は
里
山
の
会
会

員
八
名
、
一
般
参
加
者
六
名
、
計
十
四
名
。
当
日
は
薄
曇
か

ら
次
第
に
雲
が
切
れ
晴
天
と
な
り
穏
や
か
な
絶
好
の
観
察
日

和
に
。

観
察
コ
ー
ス
は
得
月
院
前
駐
車
場
を
ス
タ
ー
ト
に
城
中
集

落
内
の
道
を
カ
ッ
パ
の
碑
へ
、
更
に
、
稲
荷
神
社
沿
え
の
坂

道
か
ら
ア
ヤ
メ
園
へ
の
農
道
、
三
日
月
橋
、
東
林
寺
の
裏

（
西
側
）
、
東
林
寺
城
址
（
土
塁
・
空
掘
）
、
新
地
町
の
庚

申
塔
で
折
り
返
し
得
月
院
前
駐
車
場
に
戻
る
約
五
キ
ロ
程
の

行
程
。

観
察
で
き
た
ス
ミ
レ
は
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
、
コ
ス
ミ
レ
、

マ
ル
バ
ス
ミ
レ
、
ツ
ボ
ス
ミ
レ
、
ア
メ
リ
カ
ス
ミ
レ
サ
イ
シ

ン
、
ヒ
メ
ス
ミ
レ
、
ア
オ
イ
ス
ミ
レ
、
ス
ミ
レ
、
ア
カ
ネ
ス

ミ
レ
の
九
種
。
尚
、
牛
久
に
は
十
六
種
（
内
在
来
十
一
種
）

の
ス
ミ
レ
が
生
育
と
の
こ
と
。

圧
倒
的
に
数
の
多
い
種
は
地
上
茎
の
あ
る
淡
紫
の
タ
チ
ツ

ボ
ス
ミ
レ
。
群
生
し
て
い
た
所
が
三
箇
所
も
。
葉
が
円
形
で

白
色
の
マ
ル
バ
ス
ミ
レ
は
城
中
集
落
内
の
杉
林
で
群
生
。
カ
ッ

パ
の
碑
東
側
の
草
地
で
は
淡
紫
色
の
コ
ス
ミ
レ
、
濃
紅
紫
色

の
ス
ミ
レ
、
マ
ル
バ
ス
ミ
レ
が
一
面
に
。
こ
れ
ら
に
は
何
れ

も
地
上
茎
が
あ
り
ま
せ
ん
。
得
月
院
裏
手
の
丁
字
路
近
く
で

未
開
花
の
ツ
ボ
ス
ミ
レ
を
確
認
。

三
日
月
橋
を
渡
り
新
地
町
に
入
り
、
台
地
の
南
端
、
牛
久

沼
が
広
く
望
め
る
坂
道
を
登
り
切
っ
た
曲
が
り
角
付
近
に
ハ

ナ
ニ
ラ
が
群
生
。
そ
の
脇
に
外
来
種
の
青
紫
色
の
ア
メ
リ
カ

ス
ミ
レ
サ
イ
シ
ン
が
何
株
も
開
花
。

植物観察会 アヤメ園近くの林縁で

平塚 10.4.10
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あ
や
め
受
託
事
業
報
告

横
山

さ
え
子

巨
木
リ
サ
ー
チ
２
事
業
報
告

渡
辺

泰

フ
ェ
ー
ズ
２
初
年
目
の
活
動
を
終
え
て

フ
ェ
ー
ズ
２
で
は
巨
木
等
の
健
全
な
生
育
を
図
る
た
め
の

「
診
断
」
・
「
管
理
」
を
行
う
と
共
に
、
フ
ェ
ー
ズ
１
の
成

果
を
市
民
に
紹
介
す
る
「
ガ
イ
ド
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
同

時
に
活
動
場
景
を
記
録
す
る
「
写
真
Ｇ
」
と
研
修
等
を
企
画
・

運
営
す
る
「
研
修
Ｇ
」
の
活
動
を
進
め
ま
し
た
。
以
下
、
こ

れ
ら
の
結
果
を
紹
介
し
ま
す
。

「
診
断
Ｇ
」
は
ス
ギ
五
本
、
ス
ダ
ジ
イ
四
本
、
ム
ク
ノ
キ

二
本
、
ク
ヌ
ギ
・
サ
イ
カ
チ
・
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
各
一
本
、
計

十
四
本
に
つ
い
て
、
「
樹
木
診
断
カ
ル
テ
」
に
記
載
し
、
次

年
度
の
結
果
と
併
せ
て
市
へ
提
出
す
る
計
画
で
す
。

「
管
理
Ｇ
」
は
ス
ダ
ジ
イ
五
本
、
カ
ヤ
・
ケ
ヤ
キ
・
ス
ギ
・

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
・
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
各
一
本
、
計
十
本
に
つ
い
て
、

幹
の
下
枝
や
幹
に
絡
む
キ
ヅ
タ
の
除
去
、
周
囲
の
竹
の
伐
採

や
下
草
の
除
草
を
実
施
し
ま
し
た
。
生
育
地
は
神
社
が
五
箇

所
、
寺
院
が
二
箇
所
、
そ
の
他
一
箇
所
で
し
た
。
こ
こ
で
特

記
す
べ
き
こ
と
は
、
フ
ェ
ー
ズ
１
の
調
査
時
に
は
樹
木
周
辺

環
境
が
著
し
く
劣
悪
で
あ
っ
た
も
の
が
、
か
な
り
手
入
れ
が

な
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
た
。

「
ガ
イ
ド
Ｇ
」
は
市
の
手
配
し
た
バ
ス
に
よ
り
西
・
中
央
・

東
部
の
三
地
区
に
分
け
て
、
三
回
百
名
を
案
内
し
、
樹
高
・

幹
周
の
測
定
法
を
解
説
、
生
育
場
所
の
社
寺
等
の
由
緒
他
を

説
明
し
ま
し
た
。
応
募
業
務
は
市
緑
化
推
進
課
が
進
め
、
資

料
作
成
・
ガ
イ
ド
は
「
ガ
イ
ド
Ｇ
」
が
分
担
し
ま
し
た
が
、

初
回
目
と
二
回
目
は
応
募
者
か
ら
三
十
名
を
抽
選
し
、
三
回

目
は
応
募
者
全
員
を
対
象
と
し
ま
し
た
。
応
募
者
の
七
割
内

外
が
六
十
歳
代
で
、
ガ
イ
ド
樹
木
の
他
に
社
寺
の
由
来
や
境

内
の
石
造
物
に
対
し
て
興
味
を
示
し
て
い
た
こ
と
が
特
徴
的

で
し
た
。
幸
い
牛
久
市
発
行
の
「
牛
久
市
史
料

石
造
物
編
」

が
あ
り
、
大
変
助
か
り
ま
し
た
。

「
写
真
Ｇ
」
は
四
百
三
十
五
個
の
画
像
フ
ァ
イ
ル
を
登
録

し
、Y

a
h
o
o

！
グ
ル
ー
プ
の
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
て
ネ
ッ
ト

上
に
ア
ッ
プ
し
、
情
報
の
共
有
を
図
り
ま
し
た
。

「
研
修
Ｇ
」
は
①
写
真
の
よ
う
に
筑
波
山
で
「
標
高
と
植

物
の
垂
直
分
布
」
の
研
修
、
②(

独)

林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
で

「
マ
ツ
枯
れ
病
対
策
と
樹
木
のD
N
A

利
用
」
の
研
修
、
③
近

隣
の
「
県
指
定
天
然
記
念
物
巨
木
」
の
見
学
、
そ
し
て
二
回

懇
親
会
を
行
い
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
メ
ン
バ
ー
の
献
身
的
活
動
に
よ
り
、
フ
ェ
ー

ズ
２
の
初
年
度
は
成
功
裏
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

次
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
の
広
報
・
普
及
を
図
る
た
め
、

刊
行
物
の
発
行
や
展
示
報
告
会
に
力
を
入
れ
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

標高と植物の垂直分布の研修

筑波山御幸ヶ原 09.5.3

四
月
の
ア
ヤ
メ
園

例
年
だ
と
三
月
下
旬
に
は
満
開
に
な
る
桜
が
、
な
か
な

か
開
花
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
（
昨
年
も
同
様
で
し
た
が
・
・
・
）

一
日
作
業
す
る
と
次
は
雨
で
中
止
、
次
も
中
止
、
よ
う
や

く
晴
れ
る
と
次
は
ま
た
も
中
止
で
な
か
な
か
は
か
ど
り
ま

せ
ん
。
よ
う
や
く
晴
れ
た
八
日
は
、
桜
が
満
開
で
し
た
。

老
健
施
設
の
人
た
ち
や
、
家
族
連
れ
な
ど
大
勢
の
人
が
お

弁
当
な
ど
を
持
ち
、
お
花
見
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
私
た
ち
に
も
「
お
弁
当
を
持
っ
て
き
て
」

の
連
絡
が
入
り
ま
し
た
。
青
森
か
ら
午
後
一
時
に
苗
が
到

着
す
る
の
で
す
。
ダ
ン
ボ
ー
ル
に
五
十
九
箱
、
約
三
千
株

で
す
。
午
前
中
は
植
え
る
場
所
の
用
意
で
、
育
っ
て
い
な

い
（
大
き
く
な
い
）
株
を
移
動
し
、
新
し
い
株
を
入
口
に

重
点
的
に
植
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
到
着
し
た
苗
は

一
箱
に
五
〇
ポ
ッ
ト
入
っ
て
い
て
非
常
に
重
た
い
。
一
人

で
運
ぶ
と
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
持
ち
手
が
こ
わ
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
二
人
で
か
か
え
て
階
段
を
お
ろ
し
ま
す
。
Ｍ
さ
ん

は
ど
ん
ど
ん
お
り
て
し
ま
し
ま
す
。
後
ろ
の
私
は
足
元
が

よ
く
見
え
ず
「
待
っ
て
、
待
っ
て
」
と
い
っ
て
い
る
の
に

で
す
。
ち
ょ
っ
と
い
じ
わ
る
で
す
。

Ｓ
さ
ん
が
二
十
九
種
類
の
花
シ
ョ
ウ
ブ
の
名
前
と
カ
ラ
ー

の
写
真
の
入
っ
た
資
料
を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
「
天
女

の
冠
」
と
か
「
雪
姫
」
な
ど
、
咲
く
前
か
ら
美
し
さ
が
想

像
で
き
ま
す
。
咲
き
そ
ろ
っ
た
と
き
を
思
い
浮
か
べ
る
と

嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

種
類
ご
と
に
ま
と
め
る
こ
と
に
し
、
名
札
も
用
意
さ
れ

ま
し
た
。
苗
は
ポ
ッ
ト
い
っ
ぱ
い
に
根
を
は
っ
て
い
ま
す
。

三
ポ
ッ
ト
で
一
株
に
な
る
よ
う
に
植
え
ま
す
。
そ
れ
も
外

側
に
成
長
し
て
い
く
よ
う
に
で
す
。
で
も
こ
れ
は
難
し
い
。
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運
営
委
員
会
・
理
事
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

坂

弘
毅

平
成
二
十
二
年
四
月
十
八
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
運
営
委
員

会
の
決
定
事
項
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
．
里
山
の
会
の
活
動
中
は
、
会
員
証
の
着
用
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

二
．
里
山
の
会
で
使
用
す
る
領
収
書
は
、
宛
名
を
「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
う
し
く
里
山
の
会
」
と
し
て
く
だ
さ
い
。

苗
を
外
に
そ
る
よ
う
に
植
え
る
の
で
す
。
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と

芽
が
出
て
い
る
の
は
ど
っ
ち
に
そ
っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な

い
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
す
。
残
雪
の
あ
る
青
森
で
育
っ
た

苗
は
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
状
態
で
す
。
Ｋ
さ
ん
は
根
元
を
少
し

ほ
ぐ
し
て
「
あ
あ
、
こ
っ
ち
み
た
い
」
と
い
っ
て
植
え
て
い

ま
す
。
夕
方
五
時
ま
で
作
業
し
て
、
植
え
終
わ
っ
た
の
は
二

十
四
箱
分
、
明
日
も
作
業
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

普
段
と
ち
が
う
小
さ
な
ス
コ
ッ
プ
で
穴
を
あ
け
（
目
安
の

穴
は
先
に
あ
け
て
も
ら
っ
て
あ
り
ま
す
）
ポ
ッ
ト
か
ら
出
し

て
穴
に
置
き
、
土
を
埋
め
戻
す
。
文
字
で
書
く
と
な
ん
で
も

な
さ
そ
う
で
す
が
、
お
お
げ
さ
に
い
え
ば
骨
が
ミ
シ
ミ
シ
き

し
む
よ
う
な
疲
れ
を
か
ん
じ
ま
し
た
。
で
も
満
開
の
と
き
を

思
い
浮
か
べ
、
み
ん
な
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

先
日
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
で
二
二
七
年

（
天
明
三
年
（1

7
8
3

〜
）
）
ぶ
り
に

火
山
が
噴
火
し
ま
し
た
。
氷
河
の
下

か
ら
の
噴
火
で
氷
河
を
溶
か
し
洪
水

に
な
っ
た
と
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
火
山
は
ラ
キ
火
山
と
云
い
、
二
二

七
年
前
の
世
界
的
異
常
気
象
に
よ
り
飢
饉
の
原
因
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
天
明
三
年
、
東
北
地
方
は
冷
害
に
よ
っ
て
多

く
の
農
民
が
生
活
に
も
困
窮
す
る
事
態
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
其
の
最
中
、
岩
木
山
（1

7
8
3
/
4

）
が
噴
火
し
、
ラ
キ

火
山
（1783/6

）
と
ラ
キ
火
山
の
近
く
で
グ
リ
ー
ム
ス
ヴ
ォ

ト
ン
火
山
（17

83

〜17
85

）
が
相
次
い
で
噴
火
、
そ
の
後
、

浅
間
山
（1

7
8
3
/
7

）
が
噴
火
し
ま
し
た
。
火
山
灰
は
地
球

規
模
で
成
層
圏
ま
で
達
し
、
地
球
上
の
気
温
を
下
げ
、
冷

害
は
更
に
深
刻
に
な
り
農
作
物
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
こ
の
と
き
徳
川
幕
府
の
老
中
・
田
沼
意
次
の

失
政
に
よ
っ
て
、
米
価
の
上
昇
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、

飢
饉
は
全
国
へ
拡
大
し
ま
し
た
。
百
姓
一
揆
や
打
ち
壊
し
、

強
盗
、
放
火
な
ど
治
安
が
悪
化
、
田
沼
意
次
は
失
脚
し
ま

し
た
。
北
半
球
全
域
に
及
ん
だ
異
常
気
象
は
、
フ
ラ
ン
ス

革
命
の
遠
因
に
な
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

今
回
の
ラ
キ
火
山
の
噴
火
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
圏
の
航
空
路
に

大
き
な
影
響
を
与
え
、
世
界
の
空
の
足
が
ス
ト
ッ
プ
し
ま

し
た
。
日
本
で
は
、
冷
害
の
前
兆
で
し
ょ
う
か
、
四
月
の

降
雪
、
低
温
な
ど
で
野
菜
の
生
産
に
大
き
な
影
響
が
出
て

き
て
い
ま
す
。
今
年
の
異
常
気
象
が
天
明
の
時
代
と
被
る

よ
う
な
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。

（
坂

弘
毅
）

新株を丁寧に植えています 坂 10．4．8

コラム

萌
芽
更
新

萌
芽
更
新
（
ほ
う
が
こ
う
し
ん
・
ぼ
う

が
こ
う
し
ん
）
と
は
、
樹
木
の
伐
採
後
残

さ
れ
た
根
株
の
休
眠
芽
の
生
育
を
期
待
し

て
森
林
の
再
生
を
図
る
方
法
。

（
類
似
＝
ひ
こ
ば
え
）

萌
芽
が
活
発
な
広
葉
樹
を
伐
採
し
た
翌

年
に
は
、
根
株
か
ら
び
っ
し
り
と
休
眠
し
て
い
た
芽
が
萌
芽

し
、
生
育
を
始
め
る
。
こ
れ
が
成
長
し
て
新
た
な
森
林
を
期

待
す
る
の
が
萌
芽
更
新
で
あ
る
。
ま
た
、
伐
採
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
地
表
に
太
陽
光
が
届
く
よ
う
に
な
る
た
め
、
周
囲
に

落
下
し
て
い
た
種
子
か
ら
天
然
更
新
も
進
む
。

萌
芽
更
新
が
期
待
で
き
る
樹
種
と
し
て
は
、
ブ
ナ
・
ナ
ラ
・

ク
ヌ
ギ
・
ク
リ
・
コ

ナ
ラ
・
ミ
ズ
ナ
ラ
・

ウ
バ
メ
ガ
シ
等
が
あ

る
。(

ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ

ア
よ
り
）

佐
藤

ことば

坂 10.2.29



 

うしく里山の会広報誌 さとやま 七面

牛
久
自
然
観
察
の
森
だ
よ
り齊

藤

孝

結
束
町
み
ど
り
の
保
全
区

エ
コ
ア
ッ
プ
作
戦

齊
藤

孝

う
し
く
里
山
の
会
全
体
事
業

「
結
束
町
み
ど
り
の
保
全
区
エ
コ
ア
ッ
プ
作
戦
」

参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ

牛
久
市
結
束
町
の
牛
久
自
然
観
察
の
森
に
隣
接
す
る

「
牛
久
市
結
束
町
み
ど
り
の
保
全
区
」
の
森
林
維
持
管
理

作
業
を
行
う
「
エ
コ
ア
ッ
プ
作
戦
」
で
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
協
力
の
も
と
、
下
草
刈
り
や
除
間
伐
、
風
倒
木
の
処

理
等
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
活
動
に
は
会
員
・
一
般
問
わ

ず
参
加
出
来
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

五
月
の
活
動
日
時
↓
五
月
七
日
（
金
）

午
前
九
時
〜
十
一
時
半

（
第
３
日
曜
日
午
後
は
総
会
が
あ
る
の
で
お
休
み
）

集
合
↓
牛
久
自
然
観
察
の
森
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

一
階
倉
庫
前
集
合
（
予
約
不
要
／
荒
天
時
は
中
止
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
情
報
掲
載
）

持
ち
物
↓
長
靴
、
軍
手
（
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
で
）

※
刈
払
機
・
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
使
用
は
資
格
所
有
者
の
み
。

（
問
い
合
わ
せ
先
）0

2
9-
8
7
4
-
66
0
0

担
当
：
石
神

新
レ
ン
ジ
ャ
ー
三
名
、
早
く
も
最
前
線
へ

四
月
か
ら
新
た
に
森
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
な
っ
た
三
名
で

す
が
、
早
く
も
、
行
事
や
広
報
、
展
示
解
説

と
い
っ
た

レ
ン
ジ
ャ
ー
業
務
の
最
前
線
に
立
っ
て
い
ま
す
。

大
作
真
智
子
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
埼
玉
県
上
尾
市
出
身
、
過

去
九
年
に
渡
り
公
営
の
自
然
学
習
館
で
解
説
員
を
つ
と
め

て
き
た
経
験
を
持
っ
て
い
ま
す
。
専
門
は
野
鳥
で
、
牛
久

で
の
担
当
も
野
鳥
全
般
と
な
り
、
早
速
タ
ヌ
キ
の
林
で
の

巣
箱
設
置
作
業
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
（
写
真
左
が

大
作
レ
ン
ジ
ャ
ー
。
右
は

巣
箱
研
究
家
の
宮
坂
先
生
）

木
谷
昌
史
レ
ン
ジ
ャ
ー

は
兵
庫
県
明
石
市
出
身
、

国
立
公
園
で
ア
ク
テ
ィ
ブ

レ
ン
ジ
ャ
ー
の
経
験
を
持

ち
、
牛
久
で
は
主
催
行
事

の
他
、
得
意
の
技
術
で
広

報
（
機
関
誌
・H

P

）
を
担

当
し
ま
す
。
こ
ち
ら
も
先

輩
か
ら
の
引
継
を
終
え
、
編
集
に
取
材
に
と
走
り
回
っ
て

い
ま
す
。

蓮
尾
亮
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
滋
賀
県
大
津
市
出
身
、
昆
虫
生

態
学
を
専
門
と
す
る
虫
博
士
で
す
。
牛
久
で
は
昆
虫
生
態

の
展
示
製
作
や
、
昆
虫
教
室
の
指
導
な
ど
を
行
な
い
ま
す
。

ま
た
、
水
槽
管
理
の
熟
練
者
と
し
て
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
内
の
大
水
槽
の
清
掃
も
担
当
し
ま
す
。

※
次
号
以
降
も
新
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
近
況
を
お
伝
え
し
ま
す
。

バ
ラ
科
ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ
属
の
高
さ
十

ｍ
ほ
ど
に
な
る
落
葉
高
木
。
別
名
シ
ロ
ザ

ク
ラ
。
本
州
、
四
国
、
九
州
に
分
布
し
、

丘
陵
地
か
ら
山
地
に
自
生
し
て
い
ま
す
。

牛
久
市
内
で
は
東
貒
穴
町
の
八
幡
神
社
境

内
や
河
童
の
碑
東
側
に
古
木
が
あ
り
ま
す
。

樹
皮
は
暗
灰
色
で
光
沢
が
あ
り
、
淡
い

褐
色
の
横
長
の
皮
目
が
あ
り
ま
す
。
葉
は
互
生
し
、
先
端

は
尾
状
に
長
く
と
が
り
基
部
は
く
さ
び
形
で
、
ふ
ち
は
波

打
ち
、
鋭
く
細
か
い
鋸
歯
が
あ
り
ま
す
。
葉
身
は
長
さ
五

〜
十
㎝
、
幅
は
二
〜
四
㎝
の
長
楕
円
形
で
す
。

前
年
枝
の
下
方
に
多
数
の
花
を
つ
け
た
長
さ
六
〜
九
㎝

の
総
状
花
序
を
数
個
出
し
ま
す
。
花
序
枝
に
葉
が
な
い
点

が
、
同
類
の
ウ
ワ
ミ
ズ
サ
ク
ラ
と
異
な
る
点
で
す
。
葉
が

開
い
て
か
ら
花
が
咲
く
こ
と
や
花
の
つ
き
方
が
や
や
疎
な

こ
と
か
ら
、
開
花
期
の
豪
華
さ
は
ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ
に
比

べ
て
見
劣
り
が
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
埼
玉
県
東
部

の
白
岡
八
幡
宮
前
の
イ
ヌ
ザ
ク
ラ
の
古
木
の
小
さ
い
花
は

と
て
も
可
愛
く
て
、
質
素
な
美
し
さ
が
あ
る
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
八
幡
神
社
境
内
北
端
の

イ
ヌ
ザ
ク
ラ
の
花

は
四
月
下
旬
か
ら

が
見
ご
ろ
で
す
。

果
実
は
核
果
で
、

写
真
の
よ
う
に
卵

円
形
、
長
さ
は
六

〜
七
㎜
、
径
八
㎜

内
外
に
な
り
、
六

〜
七
月
に
黒
紫
色

に
熟
し
ま
す
。

（
村
尾
重
信
）

今月の古木・希少木

Ｎｏ．３7

イヌザクラ

イヌザクラの葉と果実 ０９．７．８



1

2 3 （県法記念日） 4 （みどりの日） 5 （こどもの日） 6 7 8
○巨木リサーチ2(特 ○アヤメ園（受） ○アヤメ園（受） ○ｴｺｱｯﾌﾟ作戦 ○里山自然観察隊

  8:30市役所玄関 　7:50アヤメ園Ｐ 　7:50アヤメ園Ｐ  　9:00 NC 　9:00得月院Ｐ

○親子農業体験講座

　9:00畑

（会報等原稿〆切）

9 10 （休園日） 11 12 13 14 15
○雑木林応援隊 ○アヤメ園（受） ○アヤメ園（受）

　9:00炭小屋 　7:50アヤメ園Ｐ 　7:50アヤメ園Ｐ

16 17 （休園日） 18 （休園日） 19 （休園日） 20 （休園日） 21 22
○運営委員会9:00NC ○アヤメ園（受） ○ﾁｰﾑ’街路樹20(受 ○アヤメ園（受） ○巨木リサーチ2 (特

○総会13:0 0NC 　7:50アヤメ園Ｐ 　8 :30市役所玄関 　7:50アヤメ園Ｐ   8:30市役所玄関前

○臨時理事会 ○親子農業体験講座

　（総会終了後） 　9:00畑

○ﾁｰﾑ’街路樹20(受

　13:00市ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱC

23 24 （休園日） 25 26 27 28 29
○雑木林応援隊 ○アヤメ園（受） ○アヤメ園（受）

　9:00炭小屋 　7:50アヤメ園Ｐ 　7:50アヤメ園Ｐ

○会報発送

　　13:00NC

30 31 （休園日）

○アヤメ園（受）

　7:50アヤメ園Ｐ

　9 :30畑

○森の畑

　9:30畑

【凡例】

森：牛久自然観察の森
NC：牛久自然観察の森ネイチャーセンター
Ｐ：牛久自然観察の森駐車場
炭小屋：牛久自然観察の森駐車場奥の炭小屋
畑：牛久自然観察の森駐車場奥の畑
コジュケイ：牛久自然観察の森内コジュケイの
林
観察舎畑：牛久自然観察の森内観察舎前の畑

ムジナ：結束町の雑木林（通称ムジナの里）

市役所：牛久市役所本庁舎
ボランティアC :牛久市ボランティア
　　　　　　　　　市民活動センター

中央生涯Ｃ：牛久市中央生涯学習センター

アヤメ園：三日月橋観光アヤメ園

  (休園日)：牛久自然観察の森休園日
　(受)：受託事業
  (特)：特別事業

○森の畑

　9 :30畑

○森の畑

○森の畑

　9:30畑

2010年 5月 NPO法人うしく里山の会 活動カレンダー

日 月 火 水 木 金 土 ※活動日は天候等により変更

となる場合がありますので，最

新情報はホームページ（トップ

ページのお知らせ欄）をご確認

ください。

うしく里山の会広報誌 さとやま 八面

広報委員会からのお知らせ

次号２０１０年５月号の発送は５月２７日(木)午後１時からです。お手伝いいただける方はネーチャー

センターまでお越しください。（尚、発送日・時間につきましては都合により変更する場合がありますの

で事前に御確認いただければと思います）よろしくお願いいたします。

編
集
後
記

山
笑
う
（
春
山
は
淡
治
に
し
て
笑
う
が
如
く
・
・
・
）

五
月
は
山
々
の
木
や
草
が
芽
を
吹
き
、
田
圃
は
田
植
え
も

終
わ
り
、
里
山
は
美
し
い
緑
一
面
の
季
節
で
す
。
緑
は
眼
に

も
良
い
と
い
わ
れ
、
何
事
も
楽
し
く
な
る
時
期
で
す
ね
。

（
つ
ら
い
花
粉
症
と
も
お
別
れ
で
す
）

●
夏
も
近
づ
く
八
十
八
夜
・
・
・
。

八
十
八
夜
は
雑
節
の
一
つ
で
、
立
春
を
起
算
日
と
し
て
八

十
八
日
目
に
な
り
ま
す
。
茶
摘
や
苗
代
の
も
み
ま
き
等
の
目

安
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
三
日
後
に
は
立
夏
に
な
り

ま
す
が
「
八
十
八
夜
の
別
れ
霜
」
「
八
十
八
夜
の
泣
き
霜
」

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
遅
霜
の
発
生
す
る
時
期
で
も
あ
り
、

農
家
に
対
し
て
注
意
を
喚
起
る
た
め
に
こ
の
雑
節
が
つ
く
ら

れ
た
よ
う
で
す
。

霜
な
く
て
曇
る
八
十
八
夜
か
な

（
正
岡
子
規
）

ま
た
、
こ
の
日
に
摘
ん
だ
茶
は
上
等
な
も
の
で
、
こ
の
日

に
お
茶
を
飲
む
と
長
生
き
す
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
雑
節
と
は
二
十
四
節
気
・
五
節
句
な
ど
の
暦
の
ほ
か
に
、

季
節
の
移
り
変
わ
り
を
よ
り
的
確
に
掴
む
た
め
に
設
け
ら
れ

た
特
別
な
暦
日
の
こ
と
。
節
分
、
彼
岸
、
入
梅
な
ど
）

（
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
よ
り
）

●
「
目
に
（
は
）
青
葉

山
ほ
と
と
ぎ
す

初
が
つ
お
」

か
つ
お
が
美
味
し
く
食
べ
ら
れ
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

お
酒
を
飲
み
な
が
ら
、
し
ょ
う
が
や
に
ん
に
く
で
食
べ
る
の

が
美
味
し
い
で
す
ね
。
こ
の
歌
は
山
口
素
堂
（
芭
蕉
と
同
世

代
の
俳
人
）
が
作
っ
た
も
の
で
す
。

う
し
く
里
山
の
会
の
皆
さ
ん
も
、
里
山
の
除
草
・
畑
へ
の

野
菜
の
苗
の
植
え
付
け
・
野
草
の
調
査
な
ど
活
動
が
活
発
に

な
る
時
期
で
も
あ
り
、
こ
の
会
報
が
届
く
頃
は
連
休
の
最
中

で
忙
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

佐
藤
輝
雄
記


